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 浄土真宗と真宗大谷派は違うのですかと

いう問いを頂くことがあります。自分とし

ては分かりやすく説明しているつもりなの

ですが、「ややこしいな」とよく言われます。

なるほど。まだまだ足りない自分の発見、

ありがたいことです。 

では、まず浄土真宗とはいったい何なの

でしょう。親鸞聖人はご和讃の中で「念仏

成仏これ真宗」と仰っています。浄土真宗

というのは親鸞聖人が師である法然上人か

ら受け取られたお念仏のおみのりそのもの。

浄土の真を宗とするということです。それ

はお念仏を生活の真ん中におくという親鸞

聖人の信心の告白です。親鸞聖人はご自身

の受け止められたお念仏の教えを浄土真宗

と仰ったのです。それを、今、私たちは「私

の宗派は浄土真宗です」と言うんですね。

なので、私たちが言う浄土真宗と親鸞聖人

の仰る浄土真宗は同じ言葉なのですが、随

分違う意味を持つと言わざるを得ませんね。 

浄土真宗というのは宗派やその分派の名

称では本来ないのですが、お念仏の教えを

頂く大切な名として受け継がれています。

それは、お念仏が仮に建てられた救いの手

だてでなく、「火宅無常の世界は、よろずの

こと、みなもって、そらごと、たわごと。

ただ念仏のみぞまことにておわします」と

いう言葉どおりに、真は偽に対し、実は虚

に対しという言葉が指すように、仮でも偽

りでも虚しくもない確かなことなのだとい

う真理そのものを言い表しているのではな

いかと思うのです。 

ですから、浄土真宗というのはお念仏の

教えの中身を言い表した言葉なのだといえ

るのではないでしょうか。 

真宗大谷派というのは、私たちの宗派と

しての名称です。大きな集団がいくつかに

別れてしまうのは、人の集りである以上仕

方ないことなのでしょうね。それぞれ大切

に頂いてきたもの、了解というか理解とい

うか、解釈というか。そう言うものの差で

親鸞聖人の教えを頂く私たちも例に漏れず

現在10以上に別れています。その一つが長

年「お東」として親しまれてきた東本願寺

＝大谷派です。因みに大谷というのはもと

もと本願寺が親鸞聖人のお墓として始まっ

た頃の東山の麓の地名から取ったと言われ

ています。やはりややこしいですね（苦笑） 

 

 

報恩講勤修 

１１月１３日（日）～１４(月) 

日中時刻  9時30分 

逮夜時刻 13時30分 

今年は開始時刻が違います。ご注意を 

 

秋の気配が日ごとに深まり、報恩講をお

勤めする時期となりました。本年もご門徒

の力を結集して勤めさせていただきたいと

思っています。ぜひ御聴聞下さい。 

今年は初日が日曜と言うこともあり、楽

しみながら、笑いながら仏法に触れること

が出来る試みとして、13日の正午に本堂に

て漫才とミニライブを企画しました。仏さ

まのお話も聞けて、笑って歌う。楽しんで

いただけるのでないかと思います。皆さま

のお越しをお待ちしています。お楽しみに。 

念仏成仏これ真宗 

万行諸善これ仮門 

親鸞聖人撰 浄土和讃より 



報恩講志のお願い 

 

本年も皆満寺に所属する全ご門徒の力

を結集して報恩講をお勤めさせていただき

たく存じます。 

例年の如くお一人２，０００円以上での

報恩講志を御願い申し上げることでござい

ます。何卒ご協力の程宜しく御願い申し上

げます。 

 

 

☆報恩講日程☆ 

13日の催し 

初日中／大逮夜 

絵解き法話／坊さん漫才 

１4日の催し 

御満座 

御法話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャレン寺！！ 

お寺deお笑い？！ 

歌×笑い×教え＝？！ 

11月13日（日）正午 

坊さん漫才えしんりょう 

 

 

 

テレビでご覧頂いた方もあるとおもい

ますが、2015年3月に結成されたのが坊さ

ん漫才「えしんりょう」のお二人です。 

お寺離れが進む昨今、「お寺の敷居を低

くしたい」「分かりやすく仏法に触れてもら

いたい」「聞く側も話す側も楽しければ言う

ことない」そんな想いからお寺を継ぐ立場

の親友同士のユニットが誕生しました。 

楽しい仏法に楽しみながら触れてみま

せんか？是非ゼヒお越し下さい。 

 ご法話のご案内 

 

13日 絵解法話 

正琳寺若院 野田 慈勝師 

14日 法  話 

善慶寺住職 住田 昭信師 

１１月１３日(日) 

 

午前９時半 「初日中」 

 「御伝鈔」／「絵解き法話」 

正午 「坊さん漫才」 

 《お 斎》 

午後1時半 「大逮夜」 

 「御伝鈔」／「絵解き法話」 

午後3時半 終了 

 

１１月１４日(土) 

 

午前９時半  「満日中」 

「御俗鈔」 

「法話」※2席 

《お 斎》 

午後1時半「お浚
さら

い」 

「御文」 

午後２時 終了 



第４回武豊れんげマルシェ 

 

１０月３０日（日）10時～１６時 

蓮華院様と当寺2会場を繋ぎます 

お寺×楽し～＝何かがおこる？ 

 

お寺といえばどんな印象お持ちですか？

「じいちゃん、ばあちゃんが行くところ」

そんな感覚が定着して久しいですが、最近

はこういった催しがお寺で盛んに行われる

ようになってきました。お寺としてもお寺

をちょっと身近に感じてもらえる良い機会

なのです。実際に「近くに住んでて始めて

きたけど、お寺って安心して過ごせる場所

ですね」そんな声を聞くと嬉しくなります。

お寺の境内や堂内が持つ静寂さは感じにく

いイベントですが、「子供連れても安心して

過ごせるから、何かあったら行ってみよう」

とか「あの空間でなにかしたいな」とか、

そう思ってもらえたら幸いです。 

お寺も被災地支援「手作り腕輪念珠コー

ナー」設けます。お楽しみに。 

 

 
前回の境内の様子 

 

 

１１月２８日（月） 

真宗本廟（東本願寺）へ行こう！！ 

御正忌報恩講結願日中（御満座）参拝 

詳細は別紙をご覧下さい 

坂東曲
ぶし

をご存じでしょうか？現在は当派

の系列にのみ伝承されている非常にダイナ

ミックに身体を揺らしながら声の限りを尽

くして勤める念仏・和讃の声明で、御本山

でのみ、しかも7昼夜（11月21日から28

日まで）も勤められる報恩講の御満座でし

か勤めることがありません。 

坂東曲はその名の通り坂東（関東）の御

門弟が急ぎ足で本堂にたどり着くやいなや

息を整える間も無く一心に勤めたお念仏の

姿であるという説や、聖人が越後に流され

る日本海の荒波の中、申されたお念仏の姿

であるという説など諸説ありますが、その

姿には圧倒されます。念仏は念仏する姿を

通して伝承されてまいりました。念仏する

その姿を通して念仏が私に届き、念仏する

私の声を通してまた伝えられていくのです。

その一声は聖人が明かしてくださったお念

仏の教えに遇うことによって生きることの

深い感動とその意味、そして喜びに出遇っ

た人の声です。そして、それはまた後に続

く人にも出遇い、そして目覚めて欲しいと

いう切なる願いの声なのです。 

その場に足を運んで念仏する人の姿に

会いに行きませんか？そして自分の念仏申

す姿もまた人に念仏を勧める姿になってい

きます。そうやってお念仏が伝わってきた

のです。ご参加お待ちしています。 

 

 
御正忌報恩講での坂東曲の様子 



告知！！ 

キャンドルナイト in Kaimanji 

皆で心を満たす夜 

人を想う～地域を想う～自然を想う 

12月18日（日）１６：００～１９：００ 

 

みんなで明かりを灯して大切な人を想う、

願う、祈る、誓う。そんなイベントが企画

進行中です。乞うご期待！！ 

 

参加費：大人 2,000円 中学生以下 無料 

 

※武豊の味噌、武豊の野菜で作るみそちゃ

んこ鍋を予定しています。食べながらみん

なでほっこり出来たらよいですね。 

 

※はぁとセレモニーの前浪君が企画を持ち

込んでくれました。 

 

平成２９年度 行事予定表 
 

法要・行事 月 日・時刻 

修正会  １月１日（日）１０：００～ 

春の彼岸会 ３月２０日（月）１０：００～ 

花祭り・初まいり ４月１５日（土）１４：００～ 

永代経 ６月１０日（土）１０：００～ 

サマー寺子屋 ７月３０日（土）１０：００～ 

盂蘭盆会 ８月１３日（日）～１５日（火） 

秋の彼岸会 ９月２３日（土）１０：００～ 

収骨団参 ９月２６日（火） 

納骨総経 １０月１４日（土）１０：００～ 

報恩講 １１月１３日（月）１４日（火） 

除夜の鐘 １２月３１日（日）２３：４５～ 

 

みんなで気軽にお茶を飲みながら 

～仏教賛歌を歌いましょう～ 

毎月第2木曜午後１時半より 

 

こんな会が毎月第2木曜日に庫裡で開催中

です。気軽に遊びに来てください 

 

お気軽にお出かけ下さい。 

平成２９年度 年忌法要表 

 

年忌法要 還 浄 年 

  １ 周 忌 平成28年 

  ３ 回 忌 平成27年 

  ７ 回 忌 平成23年 

１３ 回 忌 平成17年 

１７ 回 忌 平成13年 

（２３ 回 忌） 平成 7年 

２５ 回 忌 平成 5年 

（２７ 回 忌） 平成 3年 

３３ 回 忌 昭和60年 

（３７ 回 忌） 昭和56年 

５０ 回 忌 昭和43年 

 

※ＨＰのＷＥＢ忌日表もご活用下さい。 

（ご命日を入力→年忌年ご確認） 

 

 

【後書き】 
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